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事業全体の戦略テーマ（地域が目指す姿）

１. 事業テーマ

持続可能な観光地経営を目指して
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持続可能な観光地経営を行うためには、観光による来訪が
地域を知るきっかけとなり、北東北への投資・企業進出を促
進する経済戦略である必要がある。それにより、地域の生産
力を高め、地域内循環を向上させる。ただし、受入を行う地
区を明確化し、乱開発を防止する投資誘致策を同時に立案
することが肝要である。

投資・企業

進出の促進

乱開発防止の

地域計画

地域内循環の

向上

• 国際間の避難的投資
• 長期保有を目的とした投資（IPO）

• 雇用創造につながる実業の立地
• 生活環境の良さ、資産運用の効率

性の高さ、安全性（自然災害等）を
PR

• 投機的投資の排除
• 都市計画による受皿の明確化
• 地域許容量（水道、ゴミ処理、道

路）の把握
• 都市インフラの計画的整備（住宅、

生活支援施設、病院等）

• 収益の地域還元
• 1次産業と２次産業の強化
• ワークライフバランスの向上
• 地域連携による共同調達

八幡平エリア及び周辺地域の目標値

国は観光立国推進基本計画（第4次、2023年～2025年
度）において、インバウンド回復戦略として消費額５兆円の
早期達成という目標を掲げている。八幡平エリアでは、富裕
層を対象とした高付加価値化に取り組みことにより、現在の
総観光消費額50億円を10倍に拡大することを目標として定
める。地域の逸失機会（地域経済の漏れ）は、まずは広域
経済圏で受け止めるように地域連携を深め、将来的には各
地域が自立的に賄えるように産業立地を促進する。

観光庁

消費額 5兆円

三大都市圏 70％＝3.5兆円
地方 30％＝1.5兆円

↓

• 福岡等の大都市 1兆円
• モデル観光地 5000億円／11都市

＝約500億円

＜八幡平市 観光による経済波及効果＞
• 観光入込客数 188万人
• 総観光消費額 50億円
• 経済波及効果 458億円発生
• 観光GDP 246億円押し上げ
• 雇用者 4500人／年の
  新規雇用者を誘発

人数

2倍

消費額

５倍

500
億円

単価もしくは回数

「バケツの底」は、広域連携でまずは受け止め、将
来的に各地域の自立性を高める。

例：自家用有償旅客運送制度の活用
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コアバリューの再設定

コアバリューの精査

２. 「八幡平エリア及び周辺地域」デスティネーションブランディングの考え方・方向性

八幡平エリア及び周辺地域におけるコアバリュー

八幡平エリア及び周辺地域には「ブランド力」という「魔法」はない。
需要は創造するものである。

日常生活のなかで、住まう人々がどのようにこの地域がもつ「自然」や「文
化」を楽しんできたか。その表れである地域が継承してきた「ケ」は、地域
外の、特にラグジュアリー層からみると非日常＝「ハレ」であり、ハレとなる地
域のケの文化こそが八幡平エリア及び周辺地域のコアバリュー。

高付加価値化を基本としながら、「ケ」の発掘・開発と表現手段を通じて
エリアをブランディングしていく。

しかし、重要なことは「収益のエンジン」をつくること。

ケ
「日常」という非日常の体験

©️八幡平エリア Real Japan 「ケ」
踏み荒らされていない日本

R５年 設定コアバリュー R６年 コアバリュー再設定

十和田八幡平国立公園

息づく
自然

（活）山
パウダー
スノー

八幡平エリア及び周辺地域は「踏み荒らされていない日本」という強いウリをも
ち、中でも「冬・雪」は直接海外へ販売可能な競争力を有している。

より特性を表現するために八幡平エリア及び周辺地域のコアバリューを以下に再設定。
北東北の自然環境と文化をコアバリューとして観光産業を推進させ、これからも保全・維持ししていく。
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地域全体に恩恵をもたらす高付加価値インバウンド消費へ

マーケットイン視点でのウリ精査と販売戦略

２. 「八幡平エリア及び周辺地域」デスティネーションブランディングの考え方・方向性

八幡平エリア及び周辺地域は「踏み荒らされていない日本」という強いウリをもち、中でも「冬・雪」は直接海外へ販売可能な競争力
を有している。のびしろが期待されるウリは、ガイドツアー等の組立により国内外のランドオペレーター等を通じて販売する。
上層の許容量が下層へあふれ出すことにより、高付加価値インバウンド消費の恩恵が地域全体に滲みわたる地域戦略を構築する。

Super 

Wealthy

Wealthy

Premium

Upper Mass

Mass

ホスピタリティ運営
（痒い所に手が届く）

をしっかりやる！

上層のキャパシティが
埋まることで下層需要が

拡大する

受皿となるカテゴリーに
応じた滞在環境を整備

スノー

【キレるウリ】

パッケージ化
ガイドツアー

【のびしろウリ】

消費者 地域／
事業者

国際展示会／直接営業

ホール
セラー

代理店

トラベル
アドバイザー

ランド
オペレー
ター

WEB（専門インフルエンサーKOL）／国際展示会／直接営業

キレるウリ Area of Competitive & Unique Strength

Real Japan 「ケ」
踏み荒らされていない日本

食

のびしろウリ Attraction

➢水と山の恵み
➢発酵（保存食品）
➢素朴な自然食
地酒＋郷土料理の
商品化「八幡平御膳」

➢ハイキング
潮風トレイル、山岳トレイル

➢サイクリング
ロードバイク、マウンテンバイク

➢カラダで感じる白銀世界
～雪アソビ～
スキー＆スノボ 他
クルマ・アドベンチャー

➢地形由来
温泉（湯めぐり）、火山

（大地の息吹）
地熱染（偶然性）
景観美（雪と桜、ドラゴンアイ）

➢漆
山づくり、生活様式とクラフト
（日常使い）

➢馬とマッシュルーム
馬活堆肥（いのちをつなぐ）
➢ブナ原生林
野焼き（生態系循環）

アクティビティ

地域文化

SDGs w/人

キーパーソン

息づく
自然

（活）山
パウダー
スノー

十和田八幡平国立公園
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誘客ターゲットの設定
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インバウンド誘客とその効果による市場の拡大

２. 「八幡平エリア及び周辺地域」デスティネーションブランディングの考え方・方向性

インバウンド市場の取り込みにより、地域観光関連市場を拡大し、国内（関東及び関西）の集客力を強め、
安定的な稼働と消費機会を高める。

【主要７カ国】

【アジア６カ国】

インバウンド

地域価値の
引き上げ

資金調達力の
向上

収益力の
証明

日本国内

東北

関東

関西

市場別ターゲット

高付加価値旅行層
(Selective Luxury層)

アドベンチャー・トラベル
（AT）層

市場横断ターゲット
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ターゲットのウォンツに合わせた観光コンテンツ（ベネフィット）の最適化

八幡平エリア及び周辺地域のストラテジック・プランニングの考え方

２. 「八幡平エリア及び周辺地域」デスティネーションブランディングの考え方・方向性

社会環境/自然環境

社会の変化、自然の変化、景気
動向の変化、その他情勢の変化
や法整備等

生活者

対象となる市場（国）やセグメ
ントを含む、母集団。社会・自
然環境の影響を受け変化する。

ターゲット

生活者の中で、当エリアがター
ゲットとして設定する一団。
市場横断的には、高付加価値旅
行層（Selective Luxury層）、アド
ベンチャートラベル層を主な
ターゲットとして設定。
市場別では、台湾/中国/香港/タ
イ/アメリカ/韓国/オーストラリ
アの７カ国に加え、シンガポー
ル/インドネシア/マレーシア/イ
ンド/フィリピン/ベトナムの６カ
国。訪日リピーター。

オケージョン

１週間以上滞在する訪日旅行時

ターゲットのウォンツ
（当えりあを訪れることでターゲットが満たしたい
シンボリックなウォンツ）※一例
• 極上の雪質でのスノーアクティビティや豊かな自
然を生かしたアクティビティを体験したい

• ここでしか見られないような絶景を体験したい
• 山や森、活火山での体験を通じて地球の息吹を感
じたい

• 桜など、日本らしい草花を鑑賞したい
• 季節がもたらす自然の変化を楽しみたい
• 地域のオリジナリティある食材を活用した質の高
い料理を楽しみたい

• 発酵食や郷土料理など、地方の暮らしと知恵を体
験したい

• 自然と共存する暮らしを体験したい
• 芸能や風俗など、地域独自の文化を体験したい
• 空間や時間に余裕のある滞在を実現したい
• まだ知られていない地方を訪れたい
• 過剰な刺激・ストレス・多忙な日常からの解放

※安全・安心など、体験を行う上で求められるベー
シックな項目は各商品で備える

提供するベネフィット
（体験してもらうことで商品がターゲットにもたら
すもの。ウォンツと紐付く）※一例
• パウダーの粒度を細かさで上回る、アスピリンス
ノーを、バックカントリー/整備されたゲレンデ/
管理された森と牧野などで存分に体験できる

• この地域の自然が築く刹那的な絶景をベストタイ
ミングで特等席から鑑賞できる

• 日本でも限られた地域でしか鑑賞できない桜と雪
を必ず体験できる

• 地球の息吹を、身体全体で感じられる
• この地域特有の伝統芸能・文化をプライベートな
空間で占有して堪能できる

• マタギ文化という、北東北にしかないアニミズム
を深く体験することができる

• 他では実施されていない特別な「割り水体験」を
希少な蔵元の杜氏が案内する

商品属性（ベネフィットの提供源）

• 十和田八幡平国立公園
• 岩手山を中心とした山を生活の一部として
きた生活文化やアニミズム

• 湿度が少なく細やかな結晶の雪室
• 職人が毎晩仕上げる一級のゲレンデ品質
• 冷涼であり寒暖差の大きい気候

商品＝ウリ

当エリアならではの、自然/食文
化/精神文化/工芸/アクティビ
ティとその提供に関わる「人」
＊個別商品は別記のリスト参照

研究・商品開発

地域内の協議会や団体、民間事
業者、交通事業者、住民、学校、
金融、自治体が中心となりつつ
も、国内外の協力を得ながら既
存・新規商品を整備。

商品・商品情報の流通経路（販売チャネル・PRチャネル）

ターゲットへリーチする、「商品」「商品情報」の流通経路。BtoBのチャネルとしてはOTA、
旅行博、商談会、セミナーやイベント、旅行会社招請を。BtoCのチャネルとしてはメディ
ア、会員組織、WEB・SNSなどを活用

• 古くからの伝統を受継ぎ守ってきた純
朴で温かい地域住民

• 上質な滞在を可能にする宿泊・飲食
サービス施設

• 日々価値を体験してきた信頼できるガ
イド、職人、案内人などの人材

旅行者サイド 観光コンテンツサイド

八幡平エリア及び周辺地域の観光コンテンツ（商品）が、ターゲットのウォンツに強く紐づくベネフィットを提供するため、旅行
者サイドとコンテンツサイドそれぞれの各項目を変化に合わせ最適化させていく。

八幡平市観光協議会 事務局 ㈱八幡平DMO 観光庁：地方における高付加価値なインバウンド観光地づくり事業 令和６年度実証事業



域内における「ウリ」別のゾーン形成
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２. 「八幡平エリア及び周辺地域」デスティネーションブランディングの考え方・方向性

秋田県
鹿角市

秋田県
仙北市

雫石町 滝沢市

岩手町

二戸市

青森県田子町

盛岡市

一戸町

岩手山

十和田八幡平国立公園

八幡平

奥

羽

山

脈
七時雨

星降る山荘
七時雨山荘

地熱染工房

松川温泉

八幡平市

①安比高原エリア

八幡平温泉郷

安比高原スキー場

④八幡平山頂エリア

藤七温泉

⑤岩手山山麓エリア

焼走り溶岩流

漆文化ゾーン

浅沢地区

宿泊施設/
グリーン・スノーア

クティビティ
コアゾーン

わしの尾（酒蔵）

清水川養鱒場
八幡平サーモン

安比塗漆器工房

松尾八幡平
地熱発電所

安比高原牧場

安比高原ブナ二次林

ジオファーム八幡平

田山スキー場

新安比温泉

グリーンアクディビ
ティゾーン

グリーン・スノーア
クディビティゾーン

不動の滝

旧松尾鉱山跡

下倉スキー場

八幡平リゾート
パノラマスキー場

大更（おおぶけ）
八幡平市中心街

③安代地区エリア

食文化・伝統工
芸コアゾーン

②八幡平温泉郷エリア

ドラゴンアイ（鏡沼）

釜石環状列石

ペンションエリア

安比高原ホテルエリア

●八幡平市役所

焼走り溶岩流

八幡平エリア ゾーンマップ

①安比高原エリア

④八幡平山頂エリア

⑤岩手山山麓エリア

③安代地区エリア

食文化・伝統工芸コアゾーン

漆文化ゾーン

グリーンアクティビティゾーン

グリーン・スノーアクティビティゾーン

宿泊施設/グリーン・スノーアクティビティコアゾーン

八幡平エリアの宿泊機能及びスノー
アクティビティの核であり、年間を通じ
てエリア内で最も多くの流入がある
ゾーン。

国立公園であり、自然環境に恵まれ
ハイキング・トレッキングに人気がある。
春には雪の回廊（アスピーテライン）、
晩春には雪解けと芽吹きの織りなす
刹那的景観、秋は色鮮やかな紅葉
が大きなコンテンツとなっているゾーン。

南部片富士とも言われる県内
最高峰の岩手山を中心に、山麓の
豊かな自然がコンテンツとなっている
ゾーン。

旧安代町には、食文化や伝統工芸
の技術などが集まっている。
国産漆のおよそ７割のシェアを誇る
岩手県。そのほとんどがこのエリアで採
集され、漆塗の工房も複数ある。

八幡平市は、岩手県北西部に位置する。市の
南境に岩手山がそびえ、中央部の西森山と前
森山の北側山麓には安比高原が広がる。西
部地域にはこのエリアのコアバリューの源泉となる
十和田八幡平国立公園をはじめとする奥羽山
脈の山々が南北に連なる。東は二戸市、一戸
町、岩手町、南は盛岡市、滝沢市、雫石町、
西は秋田県仙北市・鹿角市、北は青森県田
子町と接している。北東北3県のほぼ中心にあ
る。

安比高原エリアを中心に、食文化・伝統の文化ゾーンと、グリーン・スノーアクティビティが衛星的に存在するゾーン。

②八幡平温泉郷エリア

温泉・伝統・食文化・グリーン・スノーアクティビティ
ゾーン

地熱発電や温泉など、地球の鼓動
を感じられるスポットが集積している
西側、伝統文化や食文化が集積し
ている東側が混在するゾーン。

温泉・文化・アク
ティビティ混在

ゾーン

八幡平市観光協議会 事務局 ㈱八幡平DMO 観光庁：地方における高付加価値なインバウンド観光地づくり事業 令和６年度実証事業
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自然環境保全のために八幡平エリア及び周辺地域でアドベンチャーツーリズムを展開する意義

観光振興事業の促進による資源保全と維持

２. 「八幡平エリア及び周辺地域」デスティネーションブランディングの考え方・方向性

アドベンチャーツーリズムは、八幡平エリア及び周辺地域の主要なウリである「自然」を活用した旅行形態である。自然の利用
を有償化することは、自然環境の保全と維持に経済力をまわすことになり、持続可能な地域づくりに貢献する。

十和田八幡平国立公園を含む奥羽山脈から太平洋側と日本海側の平野部に向けて川が流れ出している。山の自然を守るこ
とは平野部と沿岸部の自然と生活資源を守ることにつながる。八幡平エリア及び周辺地域の山間部は「活きた山」である。地
域資源として、豊かな樹木や花々のほか、温泉、食材、漆などを生み出している。「山をつくる」ことは、当該地域の素材を資源
へ変える基礎であり、アドベンチャーツーリズムの収益性を活用して地域の基礎である自然環境を保全・維持していくことが重要
である。

北上川

奥
羽
山
脈

日
本
海

太
平
洋

馬淵川

北
上
高
地出

羽
山
地

白神山地

米代川

雄物川

北
秋
田

八
幡
平
エ
リ
ア

田
沢
湖

十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
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3. 【八幡平エリア及び周辺地域】の地域振興の展望

地域一帯で取り組む「（仮称）ないりく基金」の設立を目指す

⚫ 八幡平DMOは、6年間の活動を経て当初の目的達成が十分でなかったことから、八幡平市の観光関連団体との役割・機能分担を再整理し、
新たな体制構築に取り組んでいる。DMOを取り巻く世界的状況を調査し、今後の観光産業振興に求められる役割を調査した。

⚫ 八幡平市において、DMO機能の再編にはインバウンド誘客など外向きの施策と同時に地域内の地盤固めを行う必要がある。その中で、ガバナン
ス体制とアドボカシー体制が最優先である。しかし、個々のDMOでは財源的及び人材的に限りがあるため、八幡平エリア及び周辺地域が一体
的に取り組む「（仮称）ないりく基金」により成果を高めることが求められる。

⚫ DMO改編とあわせて、道の駅・ふるさと納税などの公益的事業を民間発想で展開する地域課題解決会社の発足と稼働が大いに期待される。

八幡平市における新生DMOが取り組むべき８施策

1. ガバナンス：戦略および事業計画と合意形成
2. アドボカシー：支援・指示および意思疎通

3. 財源、資金繰り：財源確保とが財源管理（補助金、行政交付
金からの脱却＝継続性・迅速性へ）

4. 組織体制：成果管理
5. マーケティング／セールス機能：デスティネーション・マーケティングと

セールス
6. 研修機能：スキル研修
7. クライシスマネジメント（観光危機管理）
8. サステナビリティ

DMO機能をめぐる国際トレンド

専門性

1. 戦略および事業計画

2. 調査とインテリジェンス

3. 商品と体験の開発

4. デスティネーション・マーケティングとセールス

5. 旅行者への情報、サービス提供

6. イベント開発

7. スキル研修

DMOとしての要件

A. 協力機関とステークホルダーの巻き込み

B. 支援、指示すること(アドボカシー)
  および事業者との意思疎通

C. 財源確保と財源管理

D. 成果管理

E.デジタルの活用

DMOの機能

マーケティング
地域課題の
解決主体

観光課題だけでなく、地域の持続可
能性や再生可能性を担保する取組専門業者へ委託

「（仮称）ないりく基金」の設立

➢ 1次産業の振興（観光の基礎景観・資源）
➢ 人材育成・確保
➢ 地域連携（財源、人材）＝DMO相互連携
➢ 継続的事業の展開
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インバウンド誘致・拡大支援に係る公的主体である八幡平エリア及び周辺地域のDMO等で組成する「ないりく基金（仮称）」
と、事業展開に係る事業主体である「まちづくり商社」の有機的連携により、北東北の力を結集して投資誘致を図り、基幹産業と
して観光関連産業の拡充（労働環境の改善、地域への収益還元）を推進する。

まちづくり
商社

関
係
省
庁
（
観
光
庁
・
運
輸
局
・
環
境
省

等
）

民間
事業者

関係
市町村

モ
デ
ル
観
光
地

推
進
協
議
会

八幡平市
観光協議会
（八幡平市）

岩
手
県

秋
田
県

青
森
県

地域／地域連携
DMO

八幡平DMO
秋田犬ツーリズム

VISIT八戸
田沢湖・角館観光協会
かづの観光物産公社

等

事
業
化

地域の観光事業をけん引する総合プロデュース
【想定事業（案）】

• 活動資金及び人材の集中
• インバウンドの誘致活動
• 北東北の地域プロモーション・来訪促進
• 地域コンテンツ及び商材の強化支援
• 広域高速交通網と拠点をつなぐ2次交通／3次交

通の整備促進（ハイヤー、電気自動車、自動運転
技術）、3次交通のアトラクション化（バイクツアー、
ファンライド）

• 安定した経営を実現するエネルギー確保（地熱等
の再生可能エネルギーの活用）

• 地域課題に係る事業展開

資
本
拡
充

機
能
強
化

• 新たな事業参画者
• 体験提供による収益事業
• 各地に支社を設立

連携

（一社）東北観光推進機構広域連携DMO

情報連携

事業主体及び協議会

＜縁の下の力持ち＞
➢ DMOのプロモーション活動をツアー等の手配で支援。
➢ ウリのコンテンツ強化及び販売に係る助言・支援
➢ 中期的には地域全体への誘客と消費誘導を図る。
➢ 八幡平エリア及び周辺地域がもつノウハウを活用し、

海外の需要者が求める地域産品を、場所を変えて
売る（ターゲット国に出張）。

➢ 有休耕作地の活用
➢ 道の駅やふるさと納税返礼品に係る加工品の製造・

販売

3. 【八幡平エリア及び周辺地域】の地域振興の展望

十和田八幡平国立公園満喫プロジェクト地域協議会

ないりく基
金

八幡平市観光協議会 事務局 ㈱八幡平DMO 観光庁：地方における高付加価値なインバウンド観光地づくり事業 令和６年度実証事業

地域連携
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磨き上げ
（ウリ、ヤド、
ヒト、アシ）

販路形成
(コネ)

4月

人材育成
（ヒト）

受入環境
整備
(ヤド)
(アシ)

協議会・地
域経営主
体の充実

3. 【八幡平エリア及び周辺地域】の地域振興の展望

DMCﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ販売ツール、HPの作成

キレるウリ販売準備

ﾓﾃﾞﾙﾌﾟﾗﾝ企画・調整

■施策1：販売準備（国内DMC招請、フィードバックによるツール作成）

■施策2：テストマーケティング（海外AGT招請・商談会出展と販売）

検証

海外AGTﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸによる検証・磨上げ

AW実施計画・関係者連携 受入準備

インドツアー企画・調整 プロモーション実施、テスト販売 モニターツアー秋 モニターツ
アー冬

受入準備

ウリ磨き上げに関する調査

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

ガイド有識者セミナー 育成カリキュラムの作成

■施策3：人材育成 モニターツアーでのOJT実証

資格制度の設計

ガイド制度活用でのOJT・域内研修など

検証
地域での啓蒙、ネットワーキング 国際資格団体とネットワーク構築、組織立上げ準備

海外人材活用調査・受皿調整 海外人材のOJT

2次交通、高付加価値アシ、ランドオペレーター確保計画立案

改修候補施設・新規開発候補地の洗い出し

■施策5：ヤド確保計画作成・実施

検証

必要機能及び容量の調査・開発計画情報の集約 事業計画案の策定

ランドオペレーター立上げ支援に係る調査

■施策4：アシの確保

「ないくり基金（仮称）」の立上げ計画の作成 組織化の調整

KPIのモニタリング・検証

投資機能を持った推進組織の検討

■施策7：マスタープランの改訂・KPI測定

■施策6：推進体制強化

マスタープランのブラッシュアップ
MP

主なイベント ◆海外商談会
ILTM Asia Pacific

◆ツアー＆商談会
Adventure Week

（モニターツアー①）

◆海外商談会
Snow Travel Expo
＠シドニー、メルボルン

◆海外商談会
Snow Show＠ロンドン
Adventure Travel World 
Summit@チリ

◆モニター
ツアー② 意見交換会
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